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第3章 ⾃転⾞に関する市⺠意識 
 

調査概要 
 

令和元年度に，⾃転⾞の利⽤意識を把握するためのアンケート調査を実施しました。 
 

調査名称 移動手段に関する市民アンケート調査 

調査方法 郵送配布，郵送回収 

調査対象 15 歳以上の宇都宮市民 

調査日時 配布：令和元年 11月 27 日（水）～回収期限：12月 16 日（月） 

回収率 有効回答数 1,171 件（回収率 39.2％） 

 
 

調査結果 
 
①回答者の属性 

回答者の性別・年齢構成は以下のとおりです。 
 

  

回答者の性別・年齢構成（n=1,171） 

 

  

44%

54%

2%

男性

女性

未回答

2%
4%

10%

15%

14%

9%

24%

22%

0%

18歳以下

19～29歳

30代

40代

50代

60～64歳

65～74歳

75歳以上

未回答
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②⾞と⾃転⾞の保有状況 
⾞は回答者の 76％の⽅が所有している⼀⽅で，⾃転⾞の所有は約半数にとどまっています。 
また，⾃転⾞の保有率を年代別にみると，18 歳以下の保有率が最も⾼く 96％であるものの，他の

年代は 50〜60%前後にとどまっています。 
 

  

車の保有状況（n=1,133） 自転車の保有状況（n=1,135） 

  

 
自転車の年代別保有率（n=1,135） 

 

  

76%

24%

所有している

所有していない

56%
44%

所有している

所有していない

96%

62%

55%

62%

53%

57%

54%

46%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳以下

19～29歳

30代

40代

50代

60～64歳

65～74歳

75歳以上
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③⾃転⾞の利⽤頻度 
週 4 ⽇以上の頻度で⾃転⾞を利⽤する⼈の割合は，通勤・通学目的で約 40％と最も多くなって

います。 
 

 

自転車の利用頻度 

 

  

10%

13%

11%

2%

6%

27%

22%

10%

1%

4%

11%

28%

14%

19%

5%

3%

22%

20%

17%

47%

62%

29%

63%

54%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤 ：n=174

通学 ：n=76

買い物 ：n=392

レジャー・

サイクリング

：n=166

業務・私用 ：n=228

毎日 週4・5日 週1-3日 月2・3回程度 月1回以下
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④移動目的別の主な交通手段 
⼤部分の移動目的で⾞が最も多く利⽤されている⼀⽅で，通学目的では他の目的と⽐較して⾃転

⾞が多く利⽤されています。 
 

 

外出目的ごとの最もよく利用する（最も長い距離を移動する）交通手段の内訳 

 

 

⑤通勤・通学時の端末交通手段 
通勤・通学における「鉄道・バス利⽤」の主な端末交通手段としては，徒歩が最も多く⾃転⾞も

約 3 割を占めています。 
 

 

通勤・通学における端末交通手段（n=49） 

  

13%

37%

16%

12%

10%

10%

1%

1%

1%

2%
2%

4%

11%

2%

2%

4%

4%

6%

2%

4%

2%
2%

74%

39%

77%

77%

82%

80%

4%

7%

4%

5%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤 ：n=568

通学 ：n=54

買い物 ：n=897

私用 ：n=600

業務 ：n=123

レジャー・遊び ：n=593

自転車 バイク・原付 鉄道 バス 自動車（クルマ） その他

29%

2%

26%

43%

自転車

原付・バイク

自動車（クルマ）

徒歩
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⑥⾃転⾞を利⽤する理由/利⽤しない理由 
⾃転⾞を利⽤する理由としては，健康⾯を理由に挙げる⽅が約 50%と最も多く，⾃転⾞を活⽤し

た健康づくりへの意識が⾼まっていると考えられます。 
また利⽤しない理由としては，天候⾯（約 42%）や目的地への距離⾯（約 38%）に加え，⾃転⾞

を持っていないこと（約 39%）も⼤きな要因となっています。 
 

 

自転車を利用する理由（複数回答可） 

 

 

自転車を利用しない理由（複数回答可） 

  

306

178

172

133

128

127

116

96

93

56

72

(50%)

(29%)

(28%)

(22%)

(21%)

(21%)

(19%)

(16%)

(15%)

(9%)

(12%)

0 100 200 300 400

健康に良いから

歩くのが大変だから

他の交通手段よりもお金がかからないから

色んな場所に立ち寄りたいから

乗ること自体が楽しいから・自転車が好きだから

他の交通手段よりも早く目的地に着けるから

他の交通手段がないから（不便だから）

環境に優しいから

荷物が運搬できるから

自動車免許を持っていないから

その他

(人)

364

342

334

166

157

140

113

99

78

54

46

42

36

16

5

64

(42%)

(39%)

(38%)

(19%)

(18%)

(16%)

(13%)

(11%)

(9%)

(6%)

(5%)

(5%)

(4%)

(2%)

(1%)

(7%)

0 100 200 300 400

天候に左右されるため

自転車を持っていないため

目的地が遠いため

通行（走行）環境が危険であると感じるため

自転車が必要な場面がないため

他の交通手段より時間がかかるため

荷物や子どもを乗せるため

夜道など防犯上、不安であるため

自転車に乗ると疲れるため

安心して駐輪できる場所がないため

自転車に乗ることができないため

パンクなど故障した時が不安なため

盗難やいたずらが多いため

駐輪場が満車であるため・不便であるため

通勤・通学時の使用が禁止されているため

その他

(人)
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⑦⾃転⾞のイメージ 
⾃転⾞のイメージとしては，環境⾯や健康⾯について肯定的な回答が特に多く，90％を超えてい

ます。 
 

 

自転車に持っているイメージ 

 

 

⑧⾃転⾞の通⾏位置 
⾃転⾞⾛⾏空間が整備されていない場合と⽐較して，⾃転⾞⾛⾏空間を整備した⽅が⾞道の⾛⾏

割合が⾼くなっています。 

 
自転車の走行位置の内訳 

 

  

70%

63%

58%

49%

26%

26%

18%

18%

15%

24%

28%

31%

33%

39%

35%

34%

30%

38%

4%

6%

8%

11%

24%

25%

33%

32%

28%

1%

2%

2%

7%

9%

10%

13%

18%

16%

0.2%

0.4%

1%

1%

2%

4%

2%

3%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境に優しい乗り物である ：n=996

健康増進につながるものである ：n=1002

経済的（安価に移動できるなど）な乗り物である ：n=1059

放置自転車などが迷惑である ：n=964

クルマにとって危険な乗り物である ：n=986

災害時に活用できる乗り物である ：n=960

自転車での移動は心地良い ：n=963

早く移動できる乗り物である ：n=979

歩行者にとって危険な乗り物である ：n=981

とてもそう思う 少しそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない 全くそう思わない

12%

25% 

77%

58% 

11%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車走行空間の表示なし

自転車走行空間の表示あり 

車道 歩道 未回答 
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⑨ヘルメットの保有・着⽤状況 
ヘルメットを保有しているという回答率は 9％です。加えて，ヘルメットを保有している⽅で

も，「ほとんど着⽤しない」と回答した⽅が多い状況です。 
 

 
 

ヘルメットの保有状況（n=623） ヘルメットの着用頻度（所有者のみ n=54） 

 

 

⑩⾃転⾞の交通事故に対応する保険の加入状況 
⾃転⾞の交通事故に対応する保険に加入していないという⽅が半数以上を占めています。なお，

加入しない理由としては，必要性を感じていない⽅が最も多くなっています。 
 

  

自転車の保険の加入状況（n=560） 保険に加入していない理由（複数回答可） 

 

 

  

9%

91%
持っている

持っていない

20%

15%

20%

44%

常に着用している

ほぼ着用している

たまに着用する

ほとんど着用しない

40%

53%

7%

加入している

加入していない

分からない

161

46

31

31

20

67

0 50 100 150 200

必要性を感じない

加入の仕方がわからない

保険の手続きが面倒

保険料が高い

自分は事故に遭わないと思う

その他

(人)
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⑪⾃転⾞の交通ルールを学ぶ機会 
これまでに⾃転⾞の交通ルールを学ぶ機会がなかった⽅が約半数存在しています。 
また，⼩学校で交通ルールを学ぶ機会は多い⼀⽅で，学年が進み⼤⼈になるほど交通ルールを学

ぶ機会が得にくい状況です。 
 

  

自転車の交通ルールを学んだ 

機会の有無（n=574） 

自転車の交通ルールの学習機会の時期 

（複数回答可） 

 

 

⑫⾃転⾞を利⽤しても良い距離・時間 
⾃転⾞を利⽤しても良い距離は 3km 以内が全体の半数以上を占め，所要時間については 20 分以

内が全体の約 44％を占めています。 
 

  

自転車を利用してもいい距離（n=784） 自転車を利用してもいい所要時間（n=823） 

  

52%48%

機会があった

機会がなかった

216

94

31

2

2

43

33

0 50 100 150 200 250

小学校

中学校

高校

大学

専門学校

職場（社会人）

その他

(人)

11%

41%
28%

15%

5%

1km以内

1～3km

3～5km

5～10km

10km超

12%

32%

34%

19%

3%

10分以内

11～20分

21～30分

31～60分

60分超
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⑬⾃転⾞に関する施策・施設の利⽤・認知状況 
「⾃転⾞⾛⾏空間」や「サイクリングロード」については，利⽤したことがある/知っている⽅が

60%を超えている⼀⽅で，「⾃転⾞の駅」「⾃転⾞マップ」については，知らなかったという回答が
60%を超えています。このことから，市の実施している⾃転⾞の施策が⼗分に認知されていない状
況が読み取れます。 

 

自転車に関する施策・施設を利用・認知状況（n=1,171） 

 

 

⑭市内で実施している⾃転⾞競技やイベントへの参加・観戦・認知状況 
「ジャパンカップ」については，観戦したことがある/知っている⽅が 87%を占める⼀⽅で，「ジ

ャパンカップ」以外のイベントを知らない⽅が約半数となっています。このことから，広く市⺠の興
味・関心が持てるイベントの創出が有効と考えられます。 

 

 

市内で実施している自転車競技やイベントへの参加・観戦・認知状況（n=1,171） 

3%

2%

2%

1%

25%

15%

4%

37%

41%

20%

20%

40%

49%

32%

48%

44%

66%

65%

22%

24%

52%

12%

12%

13%

13%

13%

12%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宮サイクルステーション ：n=1036

レンタサイクル ：n=1027

自転車の駅 ：n=1022

自転車マップ ：n=1018

自転車走行空間 ：n=1018

サイクリングロード ：n=1026

サイクル＆バスライド用駐輪場 ：n=1017

利用したことがある 知っているが、利用したことはない 知らなかった 未回答

20%

4%

2%

1%

67%

41%

40%

32%

13%

55%

57%

67%

11%

13%

13%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ジャパンカップサイクルロードレース・クリテリウム ：n=1056

ＪＢＣＦ宇都宮クリテリウム ：n=1039

宇都宮シクロクロス ：n=1038

宇都宮サイクルピクニック（サイクリングイベント） ：n=1035

参加・観戦したことがある 知っているが、参加・観戦したことはない 知らなかった 未回答
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⑮⾃転⾞を利⽤するための環境・条件 
⾃転⾞を利⽤（もしくは今よりも利⽤が増える）するための環境・条件としては，「安心・安全な

⾃転⾞⾛⾏空間」を最も重要視しており全体の約 67%，次いで「安心して停めることができる駐輪
場」が約 49%，「安心・安全な⾃転⾞利⽤（ルールの認知・マナーの向上）」が約 43%となっていま
す。 

このことから，⾃転⾞利⽤の拡⼤を目指すためには，⾃転⾞⾛⾏空間や駐輪場の整備，ルールの認
知・マナーの向上が効果的と考えられます。 

 

 
自転車を利用するための環境・条件 

 

 

  

783
(66.9%)

574
(49.0%)

501
(42.8%)

255
(21.8%)

201
(17.2%)

176
(15.0%)

119
(10.2%)

60
(5.1%)

76
(6.5%)

0 200 400 600 800 1,000

安心・安全な自転車走行空間が整備されている

安心して停めることができる駐輪場が整備されている

安心・安全に自転車を利用することができる。（ルールの認知・マナーの向上）

自転車の購入補助制度がある

運動不足の解消や健康増進に寄与するイベントがある

キャッシュレス決済などに対応した、どこでも借りることができて、どこでも返せ

るレンタサイクル（シェアサイクル）が自宅等の近くにある

通勤手当等の補助が充実している

会社や学校等で自転車通勤・通学が許可されている

その他

(人)
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⑯「⾃転⾞のまち」としての各項目の達成度 
「道路上に放置されている⾃転⾞」については，少ないと感じる⽅が約 4 割を占める⼀⽅で，「レ

ンタサイクルの充実」「⾃転⾞の駅の設置数」「宮サイクルステーションの利⽤しやすさ」については，
⼗分であると感じる⽅は 10％にとどまっています。 

また，「⾃転⾞⾛⾏空間整備が必要である」は 47.2%，「⾃転⾞ルールの啓発が必要である」は
46.5%，「駐輪場の整備が必要である」は 33.7%となっています。 

各種の⾃転⾞施策の認知状況が低いことも⼀因と考えられることから，認知度の向上と併せて満
⾜度を⾼めていくことが，「⾃転⾞のまち」を目指すにあたって必要不可⽋と考えられます。 

 

 

自転車のまちとしての各項目の達成度 

 

  

3%

7%

2%

5%

4%

2%

2%

1%

1%

1%

2%

1%

9%

5%

6%

21%

37%

18%

19%

20%

13%

12%

6%

6%

6%

8%

9%

24%

24%

22%

42%

32%

34%

48%

40%

39%

40%

43%

42%

61%

44%

42%

39%

31%

28%

25%

20%

35%

22%

27%

33%

32%

33%

34%

21%

32%

35%

19%

26%

27%

8%

5%

12%

7%

9%

13%

14%

17%

17%

12%

13%

13%

8%

13%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内の駐輪場は十分に整備されている ：n=1008

道路上に放置されている自転車が少ない ：n=1013

自転車走行空間（自転車レーンなど）は十分に整備されている ：n=999

サイクリングロードは十分に整備されている ：n=988

自転車走行空間上の路上駐車（クルマ）が少ない ：n=984

自転車のルールに関する教育・広報・啓発は十分行われている ：n=991

警察による自転車の交通ルールに対する指導は十分行われている ：n=996

どこでも借りることができて、どこでも返せるレンタサイクル（シェアサイクル）は充実

している ：n=987

空気入れや修理工具を借りることができる「自転車の駅」は十分設置されている ：

n=980

スポーツバイクのレンタルができる「宮サイクルステーション」は利用しやすい ：

n=956

自転車通勤は十分推進されている ：n=967

自転車マップや案内標識などの情報提供は十分行われている ：n=973

自転車の関連イベントは充実している ：n=990

「自転車のまち」であることや様々な取り組みについてのPRは十分行われている ：

n=988

総合的に宇都宮市は「自転車のまち」だと思う ：n=1002

とてもそう思う 少しそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない 全くそう思わない

47.2% 

46.5% 

33.7% 
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⾃転⾞に関する市⺠意識から⾒た課題 
 

⾃転⾞に対する市⺠意識からみた課題は以下の通りです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●安全・快適な利用環境の創出，ルール遵守，認知度向上のための取組強化が必要です。 

・自転車を安全・快適に利用できるレンタサイクル，自転車走行空間整備，駐輪場整備 

・自転車の交通ルール遵守 

・ジャパンカップの認知度や自転車に対する健康意識を活かした利用促進 

[自転車に関する市民意識]からみた課題    


